
1.グルコース、インスリン、トリグ
リセリド、コレステロール、総タ
ンパク、タンパク分画とリポタン
パク分画の測定方法と検査結
果を説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、各臨床検
査が診断に使われるでき
る疾患の診断に必要な他
の検査方法についての記
載がある。

右記に加えて、各臨床検
査に関連した検査方法に
関する記載がある。

右記に加えて、すべての
臨床検査の特異性につい
て、測定原理に基づいた
説明ができている。

右記すべての臨床検査の
測定方法と検査結果、な
らびに結果に基づいた基
本的な計算（A/G比、アル
ブミン値、インスリン分泌
指数と抵抗性、Friedwald
式に基づいたLDL値の算
出）、以上のすべてが説明
できている。

グルコース、インスリ
ン、トリグリセリド、コレ
ステロール、総タンパ
ク、タンパク分画とリポ
タンパク分画の測定方
法と検査結果のうちい
ずれかの説明ができて
いない。

2.糖尿病とメタボリック症候群の
診断基準と栄養指導について
説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、、糖尿病合
併症、ならびに治療薬の
作用機序についても、分
子レベルで図解により説
明ができている。

右記に加えて、インスリン
分泌機構と作用機構、糖
毒性、耐糖能異常と脂質
異常症との関連につい
て、図解により分子レベル
での説明ができている。

Ⅱ型糖尿病とメタボリック
症候群の病態について、
インスリン抵抗性のメカニ
ズムがインスリンのシグナ
ル伝達経路の図解ととも
に説明できている。

糖尿病とメタボリック症候
群の診断基準に基づいて
実験結果から診断が試み
られているとともに、栄養
指導についての基本的な
説明ができている。

糖尿病とメタボリック症
候群の診断基準の記載
がない、または栄養指
導について説明がな
い。

3.リポタンパク質の代謝を踏ま
えて脂質異常症の病態と栄養
指導について説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、脂質異常
症の治療薬とその作用機
序、ならびに栄養指導に
ついて、理論的に説明で
きている。

右記に加えて、コレステ
ロール逆転送系、細胞内
コレステロールレベルの調
節機構を含めたリポ蛋白
代謝全体の図解による分
子レベルの説明とともに、
病的なリポ蛋白分子種に
ついても説明ができてる。

右記に加えて、WHO分類
に基づいた原発性・続発
性脂質異常症の病態につ
いて、リ.ポタンパク質の代
謝に基づいて分子レベル
で図解により説明できてお
り、実験結果からの診断も
できている。

リ.ポタンパク質の代謝を
踏まえた脂質異常症の病
態の説明ができ、栄養指
導についても基本的な説
明ができている。

リ.ポタンパク質の代謝
を踏まえた脂質異常症
の病態と栄養指導につ
いて説明できていない。

4.タンパク質分画の異常をきた
す主な疾患の病態と栄養指導
について説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加え、肝硬変の病
態別の栄養指導、ならび
に治療薬とその作用機序
について説明できている。

右記に加えて、肝硬変の
病態について、解剖学的
理解、ならびに病態生理と
代謝異常に基づいて図解
により分子レベルでの説
明ができている。

右記に加えて、タンパク質
分画の原理、疾患別の異
常パターンについて説明
ができている。

タンパク質分画の異常を
きたす主な肝疾患と腎疾
患の病態と、その栄養指
導について説明できてい
る。

タンパク質分画の異常
をきたす主な疾患の病
態と栄養指導について
説明できていない。

5.血液凝固能の測定方法と
ワーファリンの効果判定方法に
ついて説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、血小板凝
集試験と血液凝固試験そ
れぞれの異常をきたす各
種出血性疾患の病態、な
らびにワーファリン以外の
抗凝固薬の、作用機構と
適用について分子レベル
で説明できている。

右記に加えて、アスピリン
の作用機構とアスピリンジ
レンマについて分子レベル
の説明ができているととも
に、ワーファリンの効果判
定をAPTTでなくPTで行う
理由についても説明でき
ている。

右記に加えて、血小板の
一次凝集と二次凝集の機
構について分子レベルで
図解により説明できている
とともに、APTTとPTの測
定原理、ワーファリンの作
用機構について分子レベ
ルでの説明ができている。

血液凝固能の測定方法と
血液凝固機構の図解によ
る説明ができているととも
に、ワーファリンの効果判
定方法について、測定結
果に基づいたPT-INRの計
算とともに説明できてい
る。

血液凝固能の測定方法
とワーファリンの効果判
定方法について説明で
きていない。

6.経腸栄養と経静脈栄養の方
法と適用について説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、経腸栄養
と経静脈栄養の適用とな
る代表的な疾患の病態に
ついて説明できている。

右記に加えて、経腸栄養
と経静脈栄養に用いる各
種製剤について、それぞ
れの特徴ならびに適用と
の関係が説明できている。

右記に加えて、PEGの術
式について図解により説
明できているとともに、そ
の適用、注意点に関しても
説明ができている。

経腸栄養と経静脈栄養の
方法と適用について説明
できてる。

経腸栄養と経静脈栄養
の方法と適用について
説明できていない。

7.過酸化脂質の生成機構なら
びに酸化LDLの病態との関連を
説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加てえ、過酸化脂
質の分析方法について、
HPLCによる分離、吸光度
計を用いた検出、定量方
法、以上のすべての原理
が説明ができている。

右記に加えて、酸素の原
子軌道、一重項酸素と三
重項酸素の分子軌道、過
酸化脂質の酵素的な生成
の自動酸化との違い、酵
素的に生成される脂質の
生理活性、以上のすべて
について説明できている。

右記に加えて、活性酸素
種と過酸化脂質の生体内
での生成機構と消去機構
について説明できていると
ともに、活性酸素種の生
体内での役割についても
説明できている。

各種リノール酸過酸化物
の生成機構とHPLCピーク
との対応、ならびに酸化
LDLの動脈硬化との関連
について説明できている。

過酸化脂質の生成機構
ならびに酸化LDLの病
態との関連のいずれか
について説明できてい
ない。

8.抗酸化ビタミンと抗酸化作用
のある主な食品成分について、
その作用機序を分子軌道の理
解に基づいて説明できる。

右記すべての説明が、明
確な図解とともに根拠に基
づいて理論的に完全な形
でなされており、そのまま
教科書として使えるレベル
である。

右記に加えて、抗酸化食
品を見出す今回の実験の
限界について、それを克
服する方法とともに説明で
きている。

右記に加えて、シュレー
ディンガーの波動方程式
について、その意味すると
ころが説明できている。

右記に加えて、分子軌道
の理解に基づき、実験に
用いたすべての食品の抗
酸化成分について、実験
結果と関連付けて説明で
きているとともに、フレンチ
パラドックスの説明ができ
ている。

混成軌道について説明で
きているとともに、ビタミン
C、ビタミンE、ポリフェノー
ルそれぞれの抗酸化機序
について、ラジカル共鳴安
定化とπ電子非局在化に
基づいて構造式により説
明できている。

抗酸化ビタミンと抗酸化
作用のある主な食品成
分について、その作用
機序が説明できていな
い。

9.他者と協働して1～8に関する
自身の知識や考え方を高める
ことができる。

右記に加え、実験内容の
完全な理解に基づき、グ
ループ全体の知識レベル
とモチベーション向上に中
心的な役割を果たすこと
ができる。

グループのリーダーとして
作業を進めることが出来る
とともに、意欲的でない者
への配慮ができる。

事前準備を十分に行うこと
により、実験中にグループ
全体をリードしながら作業
を進めることが出来る。

教科書や参考書から得た
情報を他者と共有し、グ
ループ全体の知識レベル
の向上に貢献できる。

他者と協働して、自身の知
識や考え方を高めること
ができる。

他者と協働ができない。

目標を達成していな
い（１つでもあてはま

れば不合格）
到達目標

目標を他の模範とな
るレベルで達成して
いる。（1～8は＋4
点、9は＋8点）

目標を高い水準で達
成している。（1～8は
＋2点、9は＋4点）

目標を最低限の水準
で達成している（加点
なし）

目標を標準的な水準
で達成している。（1
～8は＋1点、9は＋2
点）

目標を極めて高い水
準で達成している。
（1～8は＋3点、9は
＋6点）
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